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　昨年８月には、北海道に観測史上初めて１週間に３つの台風が上陸後、続けて大型で非常に強

い台風第１０号が接近し、さらに９月に入っても前線や台風第１３号から変わった低気圧の影響

により、道内各地で記録的な豪雨となり、甚大な被害を受けました。

　避けられようのない自然災害も、日頃からの防災対策により被害を少なくするよう心がけるこ

とが大切です。

　気象庁Webサイトの防災情報 北竜町（http://www.jma.go.jp/

jp/warn/0143700.html）や、テレビ・ラジオ等から最新の情報を

入手するよう心掛け、時間を追って段階的に発表される「注意報」、

「警報」や「危険度分布」（土砂災害警戒判定メッシュ情報など）

を活用して、早め早めの防災行動をとるようにしましょう。

　風で飛ばされそうなものは家の中に格納したりするなど、家の外の備えをしておきましょう。

雨や風が強くなってからの、外での作業は危険です。

　また、室内でも飛散防止フィルムを窓ガラスに張るなど、安全対策も行いましょう。

　日頃より、非常用持出袋に必要なものを常備しましょう。

　町から避難準備情報の発令があったときは、いつでも避難を

開始できるよう準備するとともに、危険を感じたら自主的に避

難を開始しましょう。

　特に、高齢者や子どものいる家庭など避難に時間を要する家

庭では早めに避難することが重要です。

関連ホームページ
気象庁「防災情報」 http://www.jma.go.jp/

国土交通省「ハザードマップポータルサイト」 https://disaportal.gsi.go.jp/

内閣府「防災情報」 http://www.bousai.go.jp/

９月１日は防災の日です。
気象情報に注意して早めに防災対策・避難行動を行いましょう

３　非常持ち出し品や避難場所の確認を

２　雨や風が強くなる前に、家屋の補強などの対策を

１　「防災気象情報」を活用し、大雨や台風への備えを
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　映画「写真甲子園～０．５秒の夏～」の

公開を１１月に控え、監督の菅原浩志氏、

制作のシネボイス代表取締役　作間清子氏、

事務局の東川振興公社職員が映画の完成報

告と、ＰＲに来町されました。

　本映画は昨年８月に本町でも撮影が行われ、

すでに公開されているプロモーションＤＶＤ

では出演の平祐奈さんがひまわりの里で撮影

したシーンも使われています。

　菅原監督は「是非北竜町民の皆さんにも

この映画を見てもらいたい」と述べ、佐野町長は「プロモーションＤＶＤのひまわりの里は圧巻としか言い

ようがない。今から映画を見るのが楽しみ」と語りました。

　また、東川町写真甲子園映画化支援協議会より「全国共通特別鑑賞券」の斡旋（１枚　１，１００円）が

ありましたので、希望される方は役場企画振興課企画係（℡３４－２１１１）までお問合せ下さい。

プロモーションＤＶＤはこちら（ホームページ http://syakoumovie.jp）からご覧頂けます。

　
　お子さんやお孫さんが誕生した時、旅行のために、一眼レフやデジタルカメラを購入しませんでしたか？

毎日何気なく見ている北竜町の綺麗な風景や、可愛い子ども達の笑顔をカメラで撮影して応募してみません

か？町では来年のカレンダーに掲載する写真を募集しています。みなさんからの応募をお待ちしています！

　■応募期間　平成２９年１２月１日(金)まで

　■応募方法　データにより応募をお願いします。ＣＤ・ＤＶＤ・メール等

　　　　　　　３ＭＢ以上１０ＭＢ以下の画像ファイル（jpg)でお願いします。

　　　　　　　メールの場合は容量上限が１０ＭＢのため、１作品１通でお願いします。

　■記載事項　応募する際に、氏名(フリガナ）、年齢、撮影日時、撮影場所、住所、電話番号、

　　　　　　　メールアドレス、コメント(撮影した時の状況や気持ちなど）を記載願います。

　■応募規定　一人何点でも応募できます。組み写真は不可。未発表作品。被写体が人物の場合は

　　　　　　　被写体の了承を得ていること。

　■応 募 先　【郵　送】　〒０７８－２５１２　北竜町字和１１－１　北竜町役場企画振興課広報統計係

　　　　　　　【メール】　info@town.hokuryu.hokkaido.jp

といろの北竜と笑顔の写真大募集!!

映画「写真甲子園」の
　　　　　　菅原監督が来町
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　８月１８日、北竜町戦没者追悼式が公民館で行われ

遺族をはじめとする関係者５９名が出席しました。

　黙祷後、佐野町長が式辞を述べ、高橋はるみ北海道

知事、伊東良孝北海道連合遺族会長からの追悼の言

葉の代読、佐々木議会議長からの追悼の言葉に続いて、

参列者全員で献花を行い戦没者のご冥福を祈りました。

北竜町戦没者追悼式

厳かに挙行

　若年性認知症への理解を深め、患者の就労支援のあ

り方を考えることを目的に、７月２２日公民館におい

て、町と若年認知症家族会「空知ひまわり」、エーザイ

の共催で「認知症フォーラム in 北竜」が開かれました。

　１５０名が参加し、砂川市立病院認知症疾患医療セ

ンター長の内海久美子医師による講演や、若年認知症

サポートセンター「きずなや」若野達也さんによる活

動報告に耳を傾けました。

「認知症フォーラム in 北竜」

を開催

　地元の味覚を味わってもらいたいと、北竜メロン生

産組合が小中学校等にひまわりメロンを寄贈しました。

　真竜小学校では７月２４日に児童会役員が代表して

竹林信幸組合長からメロンを受け取り、高橋健斗君が

「たくさんのメロンをありがとうございます。みんな

で美味しく頂きます」とお礼を述べました。

　翌日には、冷やしてカットされたメロンが給食に出

され、嬉しそうな顔で児童らが口に運んでいました。

ひまわりメロン寄贈

夏の味覚を堪能しました

　介護の仕事を志し、北海道介護福祉学校で勉強をさ

れている高橋優斗さん（和東町町内会）が、９月に福祉

先進国フィンランドにて研修を行うこととなりました。

　８月２日、高橋さんが出発の報告に町長室を訪れ「介

護技術や福祉器具など日本とフィンランドの介護の違

いを学んできます」と抱負を述べ、佐野町長から「貴

重な経験を活かし、さらに一回りも二回りも大きくな

ってください」と激励の言葉が贈られました。

高橋優斗さんが

フィンランドで介護研修
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　７月１９日、道立理科教育センターから、サイエン

スカー「夢ラボわくわく実験号」が真竜小学校に来校し、

３～６年生を対象に移動理科教室が開催されました。

　サイエンスカーの車内では電子顕微鏡などによるミ

クロの世界や、超電導現象などを体験。その後、屋外

に移り、太陽電池と水素燃料の二つの動力源を搭載し

たハイブリッドカー「クワガタ号」にも乗車しました。

　最後に体育館にて行われた、サイエンスショー「冷

たくすると～液体窒素による－１９６℃の世界」では、

野菜やボール、風船など様々なものを液体窒素で凍ら

せ、物体の特性がどのように変化するかを実験。

　自然科学が身近な生活の中に存在すること、そこに

関心の目を向けることの大切さを学んでいました。

真竜小学校で

移動理科教室を開催

　「社会を明るくする運動」は、毎年７月にすべての

国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人達の更生に

ついて理解を深め、地域に暮らしているすべての人た

ちと力をあわせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こ

うとする全国的な運動です。

　深川地区保護司会北竜支部（石井保夫支部長）では、

これらの運動を推進するため、青少年の非行防止を図

る事を目的に、７月２８日、各小中学校へ訪問し、本

趣旨の説明を行い、その後、ひまわりの里の観光案内

所前において広報活動を実施致しました。

「社会を明るくする運動」

広報活動を実施

　８月１０日、小学生を対象とした料理教室「はつら

つキッズクッキング」がすこやかセンターで開催され

小学生１０名が参加しました。

　今回は「デコレーションずし」、「リボンサラダ」、「マ

ジカルムースゼリー」の３品に挑戦。上級生が下級生

を手伝うなど皆で協力しながら作業を進めていました。

　完成後は「型抜きが難しかった」など、皆で料理の

感想を話し合いながら、出来上がった料理を試食。最

後には「食べ物の栄養とはたらきを知ろう！」と題し

た講話も行われました。

はつらつキッズクッキング

上手に料理できました♪
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第３１回ひまわりまつり  
スナップ

　７月１５日～８月２０日までの３７日間、
２３．１haのひまわりの里には多くの観光客とお
もてなしする町民の姿が見られました。

7/15　ひまわりまつりオープン式 7/22　スラックライン

　　　ライダーパフォーマンス

7/27　北竜中学校

　　　世界のひまわりガイド

7/29　旭川陸上自衛隊

　　　第２音楽隊演奏会

7/29　ひまわりライスまつり

　　　友愛セール

8/2　ひまわりフラワーフェスタ

　　 花火大会＆ライトアップ

8/2　ひまわりフラワーフェスタ

     ダンディ坂野 トークショー

7/22　ひまわり縁日

7/23　北商ロードレース大会

8/2　ひまわりフラワーフェスタ

     大泉逸郎 歌謡ショー

8/2　ひまわりフラワーフェスタ

     ひまわりコーラス

8/2　ひまわりフラワーフェスタ

     ＹＯＳＡＫＯＩ

7/29　ひまわりの里

　　　交通安全街頭啓発
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　６月２８日監査委員により北竜町簡易水道事業会計＜公営企業会計＞の平成２８年度決算審査を行いました。

　水道を利用していただいている皆様方からお預かりした水道料金が、どの様に使われているかを見させてい

ただきました。会計の預金、支払証書などの検査は毎月行っている例月出納検査の結果を参考とし、決算審査

は事業の経営が法に従い経済的かつ効果的に予算が執行されていたかに重点を置きました。

　結果は漏水調査による高有収率を維持、老朽管の布設替え、電気計装設備などの更新工事に取り組み、給水

サービスの向上と安定した給水に努めていました。

　会計事務については法に従い正しく処理されていた事をお知らせいたします。

　将来は人口の減少などにより料金収入は減収することが予想されます。今後の施設改修費用を確保しつつ、

現状の累積赤字の解消に向けた欠損金の軽減化対策を推し進め、より健全な水道事業経営に取り組んでいただ

きたい旨をお伝えいたしました。

◎公営企業会計とは？

　町の基本的、一般的な経費である一般会計に対し、適正な受益者負担である特定の者の収入と支出の関係を

明確にするため特別の会計が設けられます。この特別会計の中で単純な金銭収支会計ではなく、損益会計を中

心とし独立採算制を基本とした公的機関が営む企業の会計をいいます。

北竜町監査委員　長谷川 秀幸

　　　同　　　  小坂　 一行

監査委員からのお知らせ

8/4  ご当地キャラ＆

　　 ヒーローフェスティバル

8/6　THE 太鼓まつり in 北竜 8/11　カラオケ大会

8/11　ひまわり生け花展

8/11　マカロン in ひまわりの里

　　　昨年、「お菓子の家」で好評を博した宮島学園北海道製菓専門学校が

　　　一日限定・数量限定でマカロン等スイーツ４種を販売。

8/14　メロンすいかまつり 8/18　北竜盆踊り大会

　　　仮装盆踊り 団体の部優勝

8/18　北竜盆踊り大会

　　　子供盆踊り
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6/23　札幌消費者協会 ひまわりの里草取り

6/30～7/1　酪農学園大学 農業研修 7/7～8　ひまわりの里 農業研修（日清オイリオ他）

7/22～23　全国若年認知症家族会（マラソン、交流会）

7/30～31　東京品川区戸越公園駅前商店街 交流会 8/8～9　神奈川県小田原ひまわり満喫ツアー

7/30　台湾観光協会役員 来町

ようこそ
ひまわりのまち
北竜町へ！

　今夏、北竜町（ひまわりの里）
にお越し頂いた方々をご紹介
します。
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北竜町は町民の皆さんの
認知症予防のため、全力を尽くします！

～認知症予防研究へのご協力のお願い～

どちらも、できるだけ早期に発見し、早期に対応することが重要です！

■研究は次のような調査を行います。

■認知症予防とは？

問い合わせ先：役場住民課介護保険係（地域包括支援センター） ℡３４－２１１１

　　　　　　　北翔大学（担当:小田）  ℡０１１－３８７－３６８８

①だれが対象ですか？

　北竜町にお住まいの７０歳以上の方

②調査ではどんなことを行うのですか？　

　画面をタッチして回答する簡単な認知機能テスト（右写真）

　健康や生活習慣に関する調査

③なにかよくない結果が出るのではないかと心配なのですが…

　心配いりません。認知機能が少し落ちていると思われる方は、認知症予防教室で回復を

目指します。

　認知症が疑われる方は医療機関の受診で、進行を遅らせる取り組みをはじめましょう。

④調査は１回だけで終了ですか？

　今年は１回だけです。（３年間に渡って調査を行います）

⑤今年はいつ調査をするのですか？

　９月以降、各町内会老人会の開催やコスモスクラブ、ひまわりクラブ等の開催日に合わ

せて実施いたしますので、決まり次第通知いたします。

　この他、ご自宅にお伺いしての測定も可能です。

①認知症の発症を防ぐための取り組み

②認知症になってもできるだけ進行を遅らせ、自分らしく暮らすための取り組み

　の両方を含みます。

北竜町は、北翔大学、ＮＰＯソーシャルビジネス推進センター、

コープさっぽろとともに、効果的な認知症予防を進めるため

の共同研究を開始します。
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議会広報委員会Ｎｏ．３１５

（
第
一
部
）

　

慶
應
義
塾
大
学
教
授
金
子
勝
氏

の
、「
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
日
本
経

済
―
地
域
経
済
へ
の
影
響
は
？
」

と
題
し
た
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演
を
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し
た
。
Ｔ
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Ｐ
を
壊
し
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
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窮
地
に
落
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て
い
る
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、
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果
を
必
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と
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て
い
る
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で
あ
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た
。

　

そ
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な
中
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経
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、
異
次
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の
金
融
緩
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政
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を
は
じ
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と

す
る
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ベ
ノ
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ク
ス
は
明
ら
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し
て
お
り
、
デ
フ
レ
経
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へ

の
逆
戻
り
が
懸
念
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れ
る
。
景
気

回
復
の
実
感
が
な
い
中
、
地
域
間

の
所
得
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い
る
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
も
た
ら
す
株

高
や
不
動
産
価
格
上
昇
の
恩
恵
は
、

大
都
市
の
一
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に
集
中
し
て
お
り
、

大
手
企
業
の
決
算
で
は
多
く
の
利

益
が
出
て
い
る
が
、
そ
の
利
益
は

内
部
留
保
さ
れ
て
お
り
、
従
業
員

や
下
請
け
企
業
に
落
ち
て
は
い
な

い
。

　

都
心
で
は
ミ
ニ
バ
ブ
ル
が
格
差

を
広
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
郊
外

に
空
家
や
空
地
を
生
む
こ
と
に
な

り
、
都
市
そ
の
も
の
が
破
壊
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。　

　

第
一
の
矢
の
異
次
元
の
金
融
緩

和
で
供
給
し
た
マ
ネ
ー
は
銀
行
の

手
元
に
貯
ま
り
込
み
、
そ
の
為
景

気
を
支
え
る
に
は
、
第
二
の
矢
で

あ
る
財
政
出
動
を
続
け
る
し
か
な

い
、
ま
た
第
三
の
矢
の
雇
用
政
策

も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述

べ
ら
れ
た
。

　

不
安
定
な
政
権
の
中
、
諸
外
国

と
交
渉
し
て
い
る
。
国
の
代
表
と

し
て
の
総
理
大
臣
は
誰
が
出
て
き

て
も
他
国
に
比
べ
て
比
較
的
短
命

だ
。
誰
も
が
豊
か
で
穏
や
か
に
生

き
て
行
く
為
に
は
安
定
政
権
の
も

と
強
い
国
と
し
て
の
位
置
づ
け
も

必
要
で
あ
り
、
そ
の
中
で
経
済
力

が
増
し
て
い
く
と
私
は
思
う
。

　
　

（
広
報
特
別
委
員
会　

藤
井
）

■
北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会
　
７
月
４
日

（
第
二
部
）

　

「
日
本
政
治
の
昨
日
・
今
日
・

明
日
」
と
題
し
、
日
本
放
送
協
会

解
説
副
委
員
長
の
島
田
敏
男
氏
が

講
演
を
さ
れ
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
日
曜
討
論
」
で
司

会
を
務
め
る
島
田
氏
は
、
安
倍
一

強
政
権
に
至
っ
た
経
緯
や
憲
法
改

正
の
実
現
の
為
に
仕
組
ま
れ
た
、

総
理
在
任
中
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
真
相
な
ど
を
、
解
説
者
目

線
で
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
番
組
等
で
使
用
さ
れ
た

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
世
論
調
査
」
の
結
果
を

基
に
、
安
倍
内
閣
支
持
率
や
自
民

党
政
権
支
持
率
の
低
下
を
当
時
の

政
策
や
問
題
に
当
て
は
め
な
が
ら

国
民
と
政
府
の
隔
た
り
に
つ
い
て

述
べ
た
。

　

最
後
に
、
次
期
衆
議
院
議
員
選

挙
の
動
向
に
触
れ
、
自
民
党
以
外

突
出
し
た
野
党
が
存
在
し
な
い
国

会
に
お
い
て
、
小
池
百
合
子
氏
の

「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
」
の
国

政
参
入
と
自
民
党
支
持
者
を
上
回

る
無
党
派
層
の
取
り
込
み
が
重
要

だ
と
締
め
く
く
っ
た
。

 　

 

（
広
報
特
別
委
員
会　

北
島
）
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平
成
29
年
７
月
20
日
妹
背
牛
町

に
て
北
空
知
議
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、
１
市
４
町
52
名
の
議
員
が

研
修
を
受
け
た
。
講
師
に
北
海
道

町
村
議
会
議
長
会
事
務
局
長
の
村

川
寛
海
氏
よ
り
「
求
め
ら
れ
る
議

会
、
議
員
活
動
」
と
題
し
て
講
演

さ
れ
た
。

　

北
海
道
町
村
議
会
の
現
状
、
課

題
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
議
員
と
し

て
の
役
割
を
他
町
村
の
色
々
な
例

を
あ
げ
て
説
明
さ
れ
、
非
常
に
解

り
易
い
有
意
義
な
講
演
で
あ
っ

た
。

　
　

（
広
報
特
別
委
員
会　

小
松
）

　

平
成
29
年
７
月
25
日
、
沼
田
町

に
お
い
て
空
知
町
村
議
会
議
員
研

修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
札
幌
大
学

地
域
共
創
学
群
法
・
政
治
学
系
教

授
浅
野
一
弘
氏
よ
り
、「
危
機
管

理
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
講

演
を
い
た
だ
い
た
。

　

「
危
機
管
理
」
と
い
う
言
葉
か

ら
何
を
連
想
さ
れ
る
か
。
身
近
に

起
こ
る
危
機
は
気
象
災
害
だ
け
で

は
な
く
、
人
口
減
少
な
ど
多
様
な

意
味
を
含
ん
で
お
り
、
少
子
高
齢

化
が
加
速
す
る
中
で
、
地
方
に
お

け
る
「
危
機
」
と
は
何
か
、ま
た
、

差
し
迫
っ
た
「
危
機
」
を
感
じ
と

り
、
迅
速
・
的
確
に
対
応
し
て
い

く
力
と
創
造
力
を
養
う
と
い
う
内

容
で
あ
っ
た
。

　

「
危
機
管
理
」
と
は
、
家
計
、

企
業
あ
る
い
は
行
政
（
国
家
）
が
、

難
局
に
直
面
し
た
場
合
の
決
断
、

指
揮
、
命
令
、
実
行
の
総
体
を
言

う
。

　

危
機
管
理
に
は
、「
予
防
」・「
事

前
準
備
」・「
応
急
」・「
復
旧
」
４

つ
の
局
面
が
あ
り
、
被
害
を
極
力

減
ら
す
た
め
に
平
常
時
か
ら
危
機

に
備
え
る
「
減
災
」
と
い
う
考
え

方
が
重
要
で
あ
る
。

　

危
機
は
連
鎖
す
る
。
例
え
ば
、

地
震
―
津
波
―
原
発
事
故
―
風
評

―
観
光
客
の
減
少
―
景
気
の
冷
え

込
み
―
税
収
の
低
下
―
福
祉
の
カ

ッ
ト
―
自
殺
者
の
増
加
と
い
っ
た

よ
う
に
、
危
機
が
新
た
な
危
機
を

引
き
起
こ
す
の
で
あ
る
。
そ
う
い

っ
た
局
面
に
お
け
る
、
Ｔ
（
透
明

性
）
Ａ
（
説
明
責
任
）
Ｐ
（
住
民

参
加
）
Ｅ
（
公
平
性
）
の
重
要
性

は
非
常
に
高
い
。

　

最
後
に
「
こ
の
世
で
、
万
全
の

危
機
管
理
は
存
在
し
な
い
」「
明

日
の
天
気
は
変
え
ら
れ
な
い
が
、

明
日
の
危
機
は
下
げ
ら
れ
る
」
と

述
べ
ら
れ
、
講
演
を
締
め
く
く
っ

た
。

　

今
、
大
雨
な
ど
の
異
常
気
象
が

日
本
列
島
に
大
変
な
災
害
を
も
た

ら
し
て
い
る
だ
け
に
、
今
回
ま
さ

に
タ
イ
ム
リ
ー
な
講
演
研
修
で
あ

っ
た
。

　
　

（
広
報
特
別
委
員
会　

佐
光
）

■
空
知
町
村
議
会
議
員
研
修
会
　
　
７
月
25
日

■
北
空
知
議
員
研
修
会
　
　
　
　
　
７
月
20
日

「
北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協
議
会

中
央
要
望
」
参
加
報
告

　
　
　
参
加
議
員
　
小
松
・
小
坂

　

北
空
知
１
市
４
町
、
市
町
各
２

名
に
事
務
局
を
加
え
た
12
名
で
要

望
活
動
を
行
っ
た
。
本
町
か
ら
小

松
、
小
坂
が
参
加
し
た
。

　

要
望
事
項
は
、
農
業
政
策
全
般
。

医
師
の
偏
在
と
地
域
医
療
の
充
実
。

Ｊ
Ｒ
路
線
廃
止
関
連
対
策
を
重
点

要
望
と
し
て
、
道
内
選
出
、
衆
参

国
会
議
員
、
農
林
水
産
省
、
厚
生

労
働
省
、
国
土
交
通
省
に
対
し
、

意
見
交
換
と
共
に
要
望
書
を
渡
し
、

要
請
活
動
を
行
っ
た
。

　

要
望
に
対
し
、
一
定
の
理
解
は

示
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
場

で
の
具
体
的
な
応
答
は
あ
ま
り
な

か
っ
た
。
今
後
も
継
続
的
活
動
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。

 

定
例
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
　
第
３
回
定
例
会
は 

９
月
12
日
～
15
日 

の
予
定
で
す
。
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８
月
上
旬
、
近
隣
の
議
員
と
共

に
中
央
要
望
で
東
京
に
行
っ
て
き

た
。
要
望
事
項
を
ま
と
め
関
係
省

庁
職
員
と
の
意
見
交
換
、
道
内
選

出
の
衆
参
国
会
議
員
に
要
請
す
る
。

来
年
度
予
算
の
積
み
上
げ
前
の
行

動
だ
。

　

国
の
役
人
等
と
話
す
の
は
、
議

員
と
農
民
協
時
代
を
合
わ
せ
る
と

結
構
な
回
数
に
な
る
が
、
何
時
も

感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

一
つ
は
、
こ
ち
ら
の
話
に
は
一

定
の
理
解
を
示
す
が
、
大
抵
「
し

か
し
で
す
ね
」
が
入
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
。
同
じ

要
件
で
も
話
す
時
期
だ
っ
た
り
、

同
部
署
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
に

よ
っ
て
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
結
果
が
違

っ
た
り
す
る
こ
と
だ
。

　

普
段
の
生
活
で
も
こ
う
い
っ
た

こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
利

害
が
絡
む
要
件
で
は
微
妙
で
あ
る
。

　

話
し
合
う
中
で
結
果
の
変
化
は
、

あ
る
意
味
不
謹
慎
で
あ
る
こ
と
か

も
し
れ
な
い
が
面
白
い
。

　

時
と
場
合
は
勿
論
あ
る
。
先
ず

は
話
し
て
み
る
、
新
た
な
発
見
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
小
坂
一
行
）

　

もしも障害の状況になったら…

「障害基礎年金」
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平成２９年度北竜町建設工事の執行状況
本年度の北竜町建設工事（７月３１日現在）の執行状況は次のとおりです。

工　　事　　名 施工地区 工　　　期 請　負　業　者
なごみ団地公営住宅Ｂ棟建設工事 和 H29. 3.16 ～ H29.10.30 角野・金山若林ＪＶ
橋本の沢川護岸補修工事 岩村 H29. 4. 7 ～ H29. 6.30 塩見建設（株）
浅野の沢川護岸補修工事 岩村 H29. 4. 7 ～ H29. 6. 9 （株） 金山若林
北竜町簡易水道事業和地区配水管布設替工事 和 H29. 4. 7 ～ H29. 5.31 寺迫工業（株）

和浄化センター非常発電設備更新工事 和 H29. 4. 7 ～ H29. 8.10 新栄クリエイト（株）

ひまわりの里遊覧車専用道新設工事 板谷 H29. 4.26 ～ H29. 7.10 （株）北創　本店

碧水地域支え合いセンター外構工事 碧水 H29. 4.26 ～ H29. 6.30 （株）北興建設

ひまわりの里電源地下埋設工事 板谷 H29. 4.26 ～ H29. 6.26 富士電機工業（株）

ひまわり街路灯新設工事 碧水・和 H29. 4.26 ～ H29. 9.30 富士電機工業（株）

町道舗装補修工事 町内 H29. 4.26 ～ H29. 6. 9 （株）Ｍｚ原田

公用車（３～７号）車庫建設工事 和 H29. 4.26 ～ H29. 6.28 平建設（株）

車両センター前車庫新設工事 和 H29. 4.26 ～ H29. 6.28 （株）北興建設

北竜町簡易水道事業給水既設管切替１工区工事 美葉牛 H29. 5. 8 ～ H29. 6.30 （株）北興建設
北竜町簡易水道事業給水既設管切替２工区工事 美葉牛 H29. 5. 8 ～ H29. 6.30 （株）北興建設
金比羅公園配管取替工事 三谷 H29. 5. 8 ～ H29. 6.30 太陽ホーム（株）

東橋補修工事 美葉牛 H29. 5.23 ～ H29.11.10 （株） 金山若林

岩村橋補修工事 岩村 H29. 5.23 ～ H29.11.10 （株）藤岡建設

幌美里橋補修工事 碧水 H29. 5.23 ～ H29.11.10 （株） 金山若林

中の沢橋補修工事 西川 H29. 5.23 ～ H29.11.10 （株）藤岡建設

碧水教員住宅ストーブ・給湯ボイラー取替工事 和 H29. 5.23 ～ H29. 7.28 太陽ホーム（株）

尻無川護岸補修工事 美葉牛 H29. 6.16 ～ H29. 8.30 大輪興業（株）

北竜温泉大規模改修 1期工事 板谷 H29. 6.21 ～ H30. 3.17 荒井・平・北興ＪＶ

北竜温泉浴室天井補強工事 板谷 H29. 6.22 ～ H29. 7. 7 （株）角野組

和団地２線側溝整備工事 和 H29. 6.23 ～ H29. 8.10 （株） 金山若林

培本社古作線道路拡幅工事 和 H29. 6.23 ～ H29.10.10 （株）藤岡建設

水道消火栓取替工事 町内 H29. 6.23 ～ H29. 9.29 （有）松尾住設

和浄化センター余剰汚泥ポンプ更新工事 和 H29. 6.30 ～ H29. 8.31 新栄クリエイト（株）

林道小豆沢線復旧工事 西川 H29. 7.12 ～ H29. 9.30 （株）北興建設

北竜町個別排水処理施設設置１工区工事 美葉牛 H29. 7.12 ～ H29. 8.31 寺迫工業（株）

和本通線側溝整備工事 和 H29. 7.21 ～ H29. 9.10 （株） 金山若林

北竜町簡易水道事業電気計装設備工事 碧水・板谷・和 H29. 7.21 ～ H30. 1.31 新栄クリエイト（株）

岩村橋高欄補修工事 岩村 H29. 7.25 ～ H29.11.10 （株）藤岡建設

９月１９日(火)より露天風呂を休止します
  大規模改修に伴い、９月１９日より露天風呂が休止となります。

　なお、内風呂は通常通り営業しております。

【サンフラワーパーク北竜温泉　℡３４－３３２１】

１１日と２６日は風呂の日
　入浴料が半額です！

９月２４日(日)北竜温泉ＰＧ大会開催
　お弁当付きで参加料は１，５００円です。受付は北竜ひまわりパークゴルフ場です。
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今
月
の
行
政
相
談

　

町
民
の
皆
様
が
所
有
さ
れ
て
い

る
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
cc

以
下
）
や
小
型
特
殊
自
動
車
（
農

耕
用
車
両
等
）
は
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
登
録
状
況
に
よ
っ
て
課
税

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
廃
車
に
す
る
、
も
し
く
は

使
用
し
な
い
と
い
っ
た
車
両
が
あ

り
ま
し
た
ら
登
録
を
抹
消
し
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
お
手
数
で
す
が
総
務
課
税
務

係
ま
で
お
越
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

持
ち
物

　

廃
車
と
な
る
車
輌
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
、
印
鑑
（
認
印
可
）

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
税
務
係

　

℡
３
４
・
２
１
１
１

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

9/3
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

木村きよし歯科
℡ 23-3886

9/10
（日）

深川市立病院
(担当医・代田 剛）

℡ 22-1101

舟山歯科医院
℡ 23-2255

9/17
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

たなか歯科医院
℡ 23-5545

9/18
（月）

深川市立病院
(担当医・たかはし内科消化器内科

 　　　　　　　　院長　高橋 公平）

℡ 22-1101

北竜町立歯科診療所
℡ 34-2656

9/23
（土）

深川市立病院
(担当医・児島医院　院長　児島 俊一）

℡ 22-1101

渋谷歯科医院
℡ 0125-22-1737

9/24
（日）

深川市立病院
(担当医・町立沼田厚生クリニック

 　　　　　　　　院長　鳥本 勝司）

℡ 22-1101

定岡歯科医院
℡ 32-4118

10/1
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

フジタ歯科医院
℡ 0125-24-8211

休　日　当　番　医

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、

　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

ちびっこひろば
　○日  時　9月20日（水）10:00～11:30

　　場  所　北竜温泉前駐車場

　　　　　　（雨天時：温泉施設内）

　　内  容　お散歩「北竜温泉」散策

　○日  時　9月27日（水）10:00～11:30

　　場  所　和保育所

　　内　容　和保育所自由開放・お弁当体験

ピカピカキッズ
　○日  時　9月14日（木）10:00～11:30

　　場  所　和保育所 

　　内  容　歯みがき教室

　　持ち物　水分・ハンドタオル

北竜町地域子育て支援センター
℡ ３４ー３６７７

原
動
機
付
自
転
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
等
の

廃
車
手
続
き
は
税
務
係
へ

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
又
は
要
望
や
意
見
な
ど

を
受
付
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
口
頭
、
電
話
、

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
付

て
い
ま
す
。

今
月
の
定
例
相
談
日

　

９
月
19
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　
　

℡
３
４
・
２
６
１
１

10
月
１
日
～
７
日
は

公
証
週
間
で
す

　

公
証
人
は
、
公
証
役
場
に
お
い

て
遺
言
や
大
切
な
契
約
な
ど
の
公

正
証
書
の
作
成
、
会
社
を
設
立
す

る
際
の
定
款
の
認
証
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
公
証
人
は
法
務
大
臣

に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
公
務
員
で

す
。

●
遺
言
は
公
正
証
書
で

　

公
正
証
書
遺
言
は
、
自
筆
遺
言

証
書
の
よ
う
に
裁
判
所
で
の
検
認

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
し
、
原
本
は

公
証
役
場
で
保
存
し
て
い
ま
す
の

で
、
偽
造
・
変
造
や
紛
失
の
心
配

も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
公
証
人

が
自
宅
や
病
院
へ
出
向
い
て
遺
言

書
を
作
成
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

旭
川
公
証
人
合
同
役
場

℡
０
１
６
６
・
２
３
・
０
０
９
８

旭
川
地
方
法
務
局

℡
０
１
６
６
・
３
８
・
１
１
４
４

※
日
本
公
証
人
連
合
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
、
公
証
制
度

を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
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子
ど
も
が
作
る「
弁
当
の
日
」

竹
下
和
男 

氏 

講
演
会

　

「
子
ど
も
を
台
所
に
立
た
せ
よ

う
～
く
ら
し
の
時
間
を
家
庭
に
」

を
テ
ー
マ
に
、子
ど
も
が
作
る「
弁

当
の
日
」
提
唱
者
の
竹
下
和
男 

氏
に
よ
る
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

給
食
が
無
い
日
に
、
子
ど
も
が

家
庭
の
台
所
に
立
つ
取
り
組
み
、

「
弁
当
の
日
」。
親
は
手
伝
わ
ず
、

子
ど
も
が
献
立
、
買
い
出
し
、
調

理
、
弁
当
詰
め
か
ら
片
付
け
ま
で
、

ひ
と
り
で
行
う
こ
と
で
、
自
然
環

境
や
生
産
者
、
流
通
に
か
か
わ
る

方
、
料
理
を
作
っ
て
く
だ
さ
る
方

へ
の
理
解
と
感
謝
を
深
め
、
地
産

地
消
や
健
康
づ
く
り
に
も
意
識
を

向
け
て
い
き
ま
す
。

日
時　

９
月
17
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
～
２
時
40
分

会
場　

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
板
倉

　
　
　

深
川
市
３
条
６
番
７
号

定
員　

１
０
０
名（
当
日
受
付
順
）

問
い
合
わ
せ
先

北
空
知
圏
地
場
産
農
産
物
利
活
用

協
議
会
（
北
空
知
圏
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
内
）
℡
２
３
・
５
５
３
３

北
・
ほ
っ
か
い
ど
う
総
合

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

認
知
症
専
用
電
話
～

３
６
５
日
24
時
間
対
応
し

ま
す

　

北
・
ほ
っ
か
い
ど
う
総
合
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

犯
罪
被
害
・
性
被
害
・
交
通
事
故

等
に
遭
わ
れ
た
方
、
及
び
そ
の
ご

家
族
の
方
の
電
話
相
談
や
面
接
相

談
、
生
活
支
援
や
法
テ
ラ
ス
の
紹

介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

電
話
相
談
は
、
犯
罪
被
害
者
相

談
員
等
が
専
用
電
話
で
受
け
付
け
、

「
胸
の
う
ち
を
聞
い
て
ほ
し
い
」

「
犯
罪
後
の
捜
査
や
裁
判
ま
で
の

流
れ
を
知
り
た
い
」
な
ど
の
相
談

に
無
料
で
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
次
の
専

用
電
話
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
被
害
者
相
談

　

毎
週　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

℡
０
１
６
６
・
２
４
・
１
９
０
０

■
心
の
悩
み
電
話
相
談

　

毎
週　

火
・
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

℡
０
１
６
６
・
２
７
・
７
６
１
１

問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人
「
北
・
ほ
っ
か
い

ど
う
総
合
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
支
援

セ
ン
タ
ー
」

℡
０
１
６
６
・
２
４
・
３
０
１
０

http://www.kitahkd-sc.jp/
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

北
空
知
森
林
組
合
で
は
、
囲
木

支
柱
を
次
の
と
お
り
斡
旋
し
て
お

り
ま
す
。
希
望
者
は
、
北
空
知
森

林
組
合
又
は
役
場
産
業
課(

商
工

ひ
ま
わ
り
観
光
林
務
係)

へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
数
量

が
配
達
予
定
数
量
に
達
し
た
時
点

で
、
申
込
み
の
受
付
を
終
了
と
し

ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

申
込
期
限

　

９
月
15
日
（
金
）
ま
で

配
達
予
定
時
期

　

10
月
上
旬
～
下
旬

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

北
空
知
森
林
組
合

　

℡
２
２
・
７
４
０
０

　

役
場
産
業
課

　

商
工
ひ
ま
わ
り
観
光
林
務
係

　

℡
３
４
・
２
１
１
１

◎
お
申
し
込
み
の
際
に
は
、「
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
の
電
話
番
号
」

を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

囲
木
支
柱
の

申
込
み
に
つ
い
て

囲
木
支
柱

規　格 種類 価　格

１．８ｍ（６尺）

皮
む
き
支
柱

５２０円

２．７ｍ（９尺） ７７０円

３．６ｍ（12尺） １，０００円

４．５ｍ（15尺） １，４００円

５．４ｍ（18尺） １，７００円

■規格・価格一覧（１本当りの単価）

９月の保健行事

にこにこベビーズ

 6日(水)  10:00～12:00

　　　　  すこやかセンター

マタニティクラブ

 7日(木)  10:00～11:30

　　　　  すこやかセンター

すこやかセンター親子自由開放

 15日(金) 10:00～16:00

　　　　  すこやかセンター

健康相談

 20日(水) 10:00～11:00

　　　　  すこやかセンター

　　　　  13:00～14:00

　　　　  碧水地域支え合いセンター

　

平
成
29
年
９
月
１
日
よ
り
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
、
認
知
症
地

域
支
援
推
進
員
で
あ
る
干
場
功
隊

員
に
よ
る
認
知
症
専
用
電
話
を
開

設
し
ま
す
。

　

ご
家
族
の
中
に
認
知
症
で
お
困

り
の
方
、
お
悩
み
の
方
、
あ
る
い

は
認
知
症
に
つ
い
て
ご
相
談
の
あ

る
方
は
、
０
９
０
・
６
４
４
５
・

５
２
９
８
ま
で
、
お
気
軽
に
お
問

合
せ
下
さ
い
。



16

北竜町の事件・事故の発生状況（7月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数 町民が町外で
第１当事者となった
人身事故件数事務所

荒らし
倉庫
荒らし

車上
狙い

軽油
灯油盗

その他 合計

平成29年 ０ ０ １ ０ ０ １

平成28年 ０ ０ ０ ０ ３ ３

人 身 事 故 物 損 事 故

平成29年 ０ 平成29年 18

平成28年 ２ 平成28年 34

平成29年 ０

平成28年 １

○
運
動
期
間

９
月
21
日(

木)

～
９
月
30
日(

土)

の
10
日
間

○
運
動
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

③
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

「
秋
の
交
通
安
全
運
動
」
が

 

実
施
さ
れ
ま
す

働
く
人
の
明
日
を
作
る

　

総
務
省
統
計
局
（
北
海
道
・
北

竜
町
）
で
は
、
10
月
１
日
現
在
で

就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

　

こ
の
調
査
は
、
日
本
の
就
業
・

不
就
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
統
計
法
に

基
づ
き
実
施
す
る
国
の
重
要
な
統

計
調
査
で
す
。

　

皆
さ
ま
に
よ
り
便
利
に
ご
回
答

い
た
だ
く
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、
簡
単

に
回
答
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。
９
月
下
旬
か
ら
、
調

査
員
が
調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯

に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
度

自
衛
官
等
募
集
案
内

●
自
衛
官
候
補
生
（
男
女
）

応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定

月
１
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
男
女

受
付
期
間

　

通
年

試
験
期
日

　

10
月
20
日(

金)

・
21
日(

土)

の

い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

※
防
衛
大
学
校
学
生
・
防
衛
医
科

大
学
生
（
看
護
学
科
学
生
・
医
学

科
学
生
）
の
募
集
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
南

地
区
隊

 

℡
０
１
６
６
・
５
４
・
５
６
１
７

■
役
場
総
務
課
庶
務
係

 

℡
３
４
・
２
１
１
１

■
募
集
相
談
員

中
島
則
明
・
村
上
勝
博
・
高
橋
敬
子

平
成
29
年
度
後
期
技
能
検
定

受
検
者
募
集

　

平
成
29
年
度
後
期
技
能
検
定
試

験
を
下
記
の
通
り
実
施
い
た
し
ま

す
。

受
付
期
間

10
月
２
日(

月)

～
10
月
13
日(

金)

受
検
資
格

１
級
…
７
年
以
上
、
又
は
、
２
級

取
得
後
２
年
以
上
の
実
務
経
験
を

有
す
る
方

単
一
等
級
…
３
年
以
上
の
実
務
経

験
を
有
す
る
方

２
級
…
２
年
以
上
の
実
務
経
験
を

有
す
る
方
、
ま
た
は
３
級
取
得
者

３
級
…
検
定
職
種
従
事
者
、
ま
た

は
、該
当
す
る
科
目
で
職
業
訓
練
・

高
等
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学
・

各
種(

専
修)

学
校(

厚
生
労
働
大

臣
指
定
に
限
る)

の
在
校
生
を
含

む実
施
職
種

　
配
管
、
鉄
筋
施
工
、
建
築
大
工

な
ど

問
い
合
わ
せ
先

空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会

℡
０
１
２
５
・
２
４
・
１
８
８
０
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９月１５日(金)より

『健康ナビ』がはじまります！

ストレッチやウォーキングで身体を動かし、運動不足解消と健康な体作りをしましょう。

希望される方は下記により申し込みください。

初めての方でも安心して参加いただけますので多数の方の参加をお待ちしております。

　　　申込場所　　すこやかセンター住民課窓口及び電話申込　

　　　　　　　　　（役場住民課国保医療係 ℡３４－２１１１）

　　　申込期間　　９月１日から１１日まで

　　　参加資格　　２０歳以上の町民の方ならどなたでも参加できます。

　　　参 加 料　　無料（タオルと飲み物は各自でご用意願います。）　

　　　　※「健康ナビ」は北海道健康マイレージ対象事業です。
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七
月
は
暑
か
っ
た
の
で
す
が
、

八
月
は
朝
晩
は
涼
し
く
、
過
ご
し

や
す
い
夏
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

人
間
に
は
優
し
い
夏
で
し
た
が
、

作
物
に
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
ね
？

　

診
察
室
で
の
会
話
で
こ
ん
な
の

も
あ
り
ま
す
。「
ば
あ
ち
ゃ
ん（
じ

い
ち
ゃ
ん
）、
ま
だ
ま
だ
死
な
な

い
よ
う
だ
か
ら
気
を
つ
け
ん
と
い

け
ん
ね
」
単
純
な
セ
リ
フ
で
す
が

意
外
に
多
く
の
意
味
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
解
説
が
必
要
で
す
ね
。

ほ
と
ん
ど
の
方
が
お
世
辞
の
よ
う

に
受
け
取
り
ま
す
ね
。

　

笑
顔
で
「
何
言
っ
て
る
、
も
う

す
ぐ
よ
」
な
ん
て
余
裕
で
ご
返
事

し
て
い
ま
す
。
お
世
辞
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
80
歳
代
で
一
人
で
受
診

し
、
私
と
受
け
答
え
が
出
来
て
い

る
方
は
、
急
な
変
化
（
脳
梗
塞
、

心
筋
梗
塞
、
交
通
事
故
、
何
ら
か

の
癌
な
ど
）
が
な
い
と
急
に
衰
え

た
り
は
し
ま
せ
ん
。
あ
と
十
年
ぐ

ら
い
は
現
状
維
持
で
す
。
急
な
変

化
な
ん
て
の
も
そ
ん
な
に
あ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ

先
は
長
い
の
で
す
。

　

お
年
寄
り
は
ふ
と
自
分
の
年
を

再
確
認
し
て
み
る
と
結
構
な
数
に

な
っ
て
お
り
、
下
手
を
す
る
と
知

っ
て
い
る
親
族
の
中
で
は
長
生
き

の
方
だ
と
感
じ
た
り
し
ま
す
。
す

る
と
ま
あ
や
ん
わ
り
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
年
貢
の
納
め

時
か
な
、
な
ん
て
感
じ
る
時
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ

う
は
問
屋
は
卸
し
て
く
れ
な
い
よ

う
で
す
。

　

い
つ
も
言
っ
て
い
る
こ
と
で
す

が
、
年
を
取
れ
ば
お
役
御
免
で
い

ろ
い
ろ
楽
が
出
来
る
と
お
思
い
で

し
ょ
う
が
、
高
齢
化
社
会
は
そ
ん

な
に
お
年
寄
り
に
甘
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
元
気
に
歳
を
取
ら
な
い
と

つ
ら
い
目
に
遭
う
よ
う
で
す
。

　

年
を
取
る
と
、
あ
ち
こ
ち
の
痛

み
や
機
能
の
低
下
、
不
具
合
、
不

自
由
が
出
て
き
ま
す
。
自
然
と
活

動
性
が
低
下
し
ま
す
。
足
腰
な
ど

は
使
わ
な
い
と
す
ぐ
に
衰
え
ま
す
。

痛
い
と
か
面
倒
臭
い
と
か
言
い
訳

を
言
っ
て
も
体
を
使
わ
な
い
と
確

実
に
弱
り
ま
す
。
死
に
は
し
な
い

け
ど
、
寝
た
き
り
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
最
後
の
十
年
を
寝

室
の
天
井
を
見
て
過
ご
し
た
い
と

は
思
い
ま
せ
ん
よ
ね
。
だ
と
す
る

と
今
の
状
態
を
な
る
べ
く
維
持
で

き
る
よ
う
に
鍛
え
続
け
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
マ
ラ
ソ
ン
を
し
ろ
と

か
重
量
挙
げ
を
や
れ
と
か
言
っ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
出
来
て
い
る
事
を
出
来
続
け

る
よ
う
に
努
力
が
必
要
と
い
う
事

で
す
。
花
の
世
話
と
か
野
菜
つ
く

り
は
あ
ま
り
お
薦
め
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
精
神
衛
生
上
は
素
晴
ら
し

い
の
で
す
が
、
あ
れ
ら
の
作
業
姿

勢
は
ど
う
も
足
腰
に
は
確
実
に
悪

影
響
を
も
た
ら
す
よ
う
で
す
か
ら
。

お
薦
め
は
単
純
に
歩
く
事
と
か
体

操
と
か
日
常
生
活
動
作
の
維
持
で

す
ね
。
膝
や
腰
が
痛
く
て
も
、
歩

か
な
い
で
出
来
る
運
動
は
あ
り
ま

す
。
柔
ら
か
い
発
想
で
お
願
い
し

ま
す
。

　

そ
う
だ
！
体
だ
け
で
は
な
く
頭

も
使
わ
な
い
と
。
脳
細
胞
も
筋
肉

細
胞
と
同
じ
で
す
。
使
わ
な
い
と

萎
縮
し
て
き
ま
す
。

　

年
を
取
れ
ば
記
憶
力
も
思
考
速

度
も
低
下
し
ま
す
。
何
よ
り
頭
を

使
う
こ
と
が
億
劫
に
な
っ
て
き
ま

す
。
体
を
使
う
こ
と
は
目
で
見
え

ま
す
が
、
頭
を
使
う
こ
と
は
他
人

に
は
見
え
ま
せ
ん
。
い
く
ら
で
も

好
き
な
だ
け
手
抜
き
が
で
き
ま
す
。

で
も
折
角
生
き
て
い
る
（
生
か
さ

れ
て
い
る
）
の
で
す
か
ら
正
直
に

丁
寧
に
生
き
ま
し
ょ
う
。

北竜町立診療所

午後休診日のお知らせ
　９月１３日(水)、１０月４日(水)は、午後２時より浦本先生が深川

市において介護認定審査会に出席のため、午後より休診となります。

午前中は診察を行っています。

診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２２９

長生きの備え
なが い そな
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北竜町教育委員会

子どもと高齢者のふれあい事業
～さくらんぼ狩り

　７月８日、２５名参加のもと、深川市納内町の「見

晴台荻原観光果樹園」にて、子どもと高齢者のふれあ

い事業～見学旅行 「さくらんぼ狩り」を実施しました。

　初夏の天候不順により果実の出来が心配されまし

たが、幸いにも実施日の数日前から晴天が続き、完

熟の品種は少なめながらも、さくらんぼ狩りを楽し

むことが出来ました。

　参加した子どもたちは推進委員さんと共に、赤く

色づいたさくらんぼを見つけては美味しそうに食べ、

大満足の様子。家族へのお土産にカゴいっぱいのさ

くらんぼを収穫し、楽しい一時を過ごしました。

　７月１３日にひまわり大学見学旅行を３３名参加

のもと、実施しました。

　江別市に向け公民館前を出発、「江別河川防災ス

テーション」では治水についての知識や、実際に川が

氾濫した時に使用する物品などについて学びました。

　続いて、「江別天然温泉 江別殿 湯の花」にて昼食

をとり、温泉で汗を流して一休み。その後「北海道

立埋蔵文化財センター」にて、道内で見つかった様々

な文化財について学びました。学生たちは北竜町で

も１０件ほどの文化財が見つかっていることに驚い

ていました。

ひまわり大学見学旅行を実施

　７月1 ７日の海の日に、商工会青年部主催「川は

ともだち！わんぱく夏まつり！」が開催され、Ｂ＆

Ｇ海洋センター事業として３９名が参加。前日の雨

の影響で恵岱別川河川敷から、ＪＡの倉庫前に場所

を移しての実施となりました。

　Ｂ＆Ｇ海洋センターの藤信清彦氏からは「水の事

故ゼロ運動」についての講話をいただき、改めて海

や川、プールなどでの水の事故の恐ろしさについて

学びました。昼食にはジンギスカンをおなかいっぱ

い食べ、午後から魚つかみゲームを行うなど、楽し

いプログラムの数々に子どもたちも終始笑顔でした。

川はともだち！わんぱく夏まつり！

第２７回北竜町教育長旗争奪
北空知少年野球大会

　７月２９～３０日、町営球場にて北空知の野球少

年団７チームを招き、野球大会を開催しました。

　毎年、選手も応援する保護者も手に汗握る、白熱

の試合が繰り広げられる本大会。今年度も随所で好

打や好守が飛び出す素晴らしいプレーの連続でした。

　北竜メッツは１日目の第１試合に登場し、秩父別

タイガースと対戦。要所で光るプレーが出るなど健

闘したものの、惜しくも敗れてしまいました。決勝

戦は雨竜ドラゴンズ対妹背牛エンジェルスとなり、

熱戦を制した雨竜ドラゴンズが、見事に優勝旗を手

にしました。

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

9/2 （土）子どもと高齢者のふれあい事業[収穫祭] ふれあい農園 9:00～

9/5 （火）真竜小学校自由参観日 真竜小学校

9/9 （土）北竜中学校学校祭 北竜中学校 8:30～

9/14 （木）ひまわり大学講演会 公民館 10:00～

9/15 （金）和保育所秋の遠足 ひまわりの里 10:00～

生涯学習カレンダー

　・ぼくのからだによいおやつ　　　　　 ぼく

　・月の満ち欠け　　　           佐藤　正午
　　　他多数の新刊が入りましたのでお知らせします。

図書館から新刊のお知らせ

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間
9月4・11・18・25／10月2日（毎週月曜日）

　火～土曜日 9:00～18:00 日曜日 9:00～17:00
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父　

吉
田　

修 　
　

さ
ん

母　
　
　

  

麻
友
美 

さ
ん

お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が

大
好
き
な
光
里
、
ス
ク
ス
ク
大

き
く
な
っ
て
ね
♡

まちの動き
８月１日現在（前月比）

世帯数　８５１世帯(＋１)

 人口 １, ９２９人(－１)

　男　　　９２２人(±０)

　女　１, ００７人(－１)
（外国人含）

        

み
さ
と

吉
田 

光
里 

ち
ゃ
ん

平
成
28
年
８
月
12
日
生
ま
れ

■
お
誕
生
お
め
で
と
う

和
本
町  

一
宮 

あ
り
す　

ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
７
月
22
日
）

　
　
　
　
　

 

渉
さ
ん
・
弥
生
さ
ん

秒
読
み
の
い
の
ち
数
え
て
蝉
し
ぐ
れ
　   

　
　
山
本
玲
子

「
零
戦
」
を
読
み
呆
然
と
雲
の
峰
　
　 

　 

　
　
阿
部
れ
い
子

口
上
の
間
合
い
の
セ
ン
ス
大
花
火
　 

　 

　 

　
吉
尾
広
子

そ
ば
の
花
地
上
の
雲
海
ゆ
く
ご
と
く
　   

　
　
山
岸
正
俊

紫
陽
花
や
一
軒
隣
り
は
色
違
い
　
　
　 

　  

　
山
下
好
晴

向
日
葵
や
目
に
染
み
る
ほ
ど
村
光
る
　
　
　 

　
佐
光
久
美
子

昼
寝
よ
り
覚
め
て
こ
の
世
は
浄
土
か
な
　   

　
杉
本
隆
文

ひ
ま
わ
り
よ
丸
顔
の
孫
思
い
出
す
　  
　
　 

　
高
田
紀
子

佐野町長とのふれあいプロジェクト
９月の町長室開放デーは、４日（月）、２１日（木）です。

午前１０：００から１２：００まで　　午後２：００から４：００まで

皆様お気軽に町長室にお越し下さい。

生
前
の
お
礼
と
し
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

  

美
葉
牛　

 

坪
井　

勝
男 

様


